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花の木古墳群・花の木遺跡発掘だより
No.9

◎古墳群の主体部の調査を進めています
　　今回新たに調査を行っている 3号墳、5~7 号墳の各古墳は墳丘を構築する前にお棺を
　入れる主体部を造り、埋葬後に周溝を掘って、その土で墳丘を盛り上げていることが判
　明しました。3号墳は調査前の地表面から１ｍ近く下がった地点で主体部が見つかって
　おり、流出した盛土も考えると、埋葬してから２ｍ近くも盛土をして墳丘を造っていた
　ことが想定されます。
　　3号墳や 6号墳の主体部からは副葬品の出土はありませんが、7号墳の主体部からは
　鉄製の武器と農工具が出土していて、勾玉も一緒に出土しています。

3号墳盛土の状況 7号墳主体部鉄製品出土状況
白線で囲まれた部分がお棺の範囲です

157SI 完掘状況

◎弥生時代の集落跡
　　古墳群の調査と並行して、下層にある
　弥生時代の集落の調査も行っています。
　古墳の造られていない場所には 10 棟以上
　の建物跡が見つかっています。
　　7号墳の南の尾根の先端には 4本の柱が
　想定される竪穴建物が建てられていました。
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◎鉄製武器あれこれ
　　7号墳の主体部からは鉄製品がたくさん出土しました。
　　その種類は多様で、鉄剣（てっけん）、鉄刀（てっとう）、鉄鏃（てつぞく：やじり）
　などが出土しています。
　　今回は代表的な鉄製武器の紹介をします。
　・鉄剣
　　　弥生時代は青銅製で、古墳時代になると鉄製に変わります。両側に刃があり、断面
　　はひし形になります。
　・鉄刀
　　　古墳時代になって造られる武器で、刃は片側で断面は三角形になります。日本刀の
　　ように反りは無く、直線的です。シンプルな鉄刀が多いですが、有力者の副葬品には
　　柄の先端に飾りが付くこともあります。
　　　鉄剣・鉄刀ともに副葬品によく見られます。そのままの状態や、布に巻いた状態、
　　鞘や柄を装着した状態など様々です。
　・鉄鏃
　　　矢の先端に付けて使用され、縄文時代には石で、弥生時代には青銅製で造られ、古
　　墳時代には鉄製に代わりますが、鉄製品が登場してもしばらくの間は青銅製と鉄製が
　　併用されました。
　　　初期の鉄鏃には大型のものが多いですが、次第に貫通力を高めるために細長い形に
　　変わっていきます。
　　　
　　　

鉄剣

鉄刀

鉄剣と鉄刀が並行して出土しました

鉄鏃も形が異なるものが数点出土して
います。


